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第 5表 平板培地における生育状況

第 6表 液体培地における生育状況

4 ま

アスパラガスに発生する茎枯病および斑点病はアス

パラガスの生育の早い時期,つ まり, 5月 下旬から 6

月上旬に発生が始まる。 このため,第 1次 の感染 を防

止するためには育成株にあつては, 6月 上旬から,収

穫をしている株にあ っては,収穫終了 し,株の育成が

始まってから直ちに防除を開始する必要がある。特に,

茎枯病は防除が遅れると効果が期待できないと思われ

た。防除薬剤は各薬剤とも効果があるが,茎粘病,斑
点病の同時防除剤 として,T P N 600倍 ,キャプタン800

倍,有機銅∞0倍 の効果があった。しかしアスパラガス

の茎葉 :ま 薬剤の湿展性,付着性が悪いので,薬剤散布

に改良が必要 と思われた。

8月 以降は他の病害も発生するので,後期防除につ

いてはさらに検討が必要である。
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1 試験方法

実験は48年 5月,8月 および″年8月 の3回 行なった。交

配方法は雄花の花弁 を除去して面性ル の柱頭に軽く受粉

する慣行法 とした。交配時RI1 8時 30分 110時 ,12時 ,

14時 ,16時 とし,時 刻ごとあ着果率 を調査 した。ただし,

48年 8月 は,3時 30分 ,13時 ,16時 とした。 着果率は交

配後 5～ 7日 目に果実月巴大の有無によって判定 した。

供試品種は春作 (5月 )の 実験ではアールス・ フェボ

リット(春系 3号 ),夏作 (8月 )の 実験でlt′ ニヽー

キ ングを用いた。栽培はビニール′ヽウス内で地床栽培

とし,当場の慣行に準 して行なった。
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メ ロ ンの 交 配 に 関 す る試 験

萩 生 田 邦 雄

(山形県目芸試験場

このように
,

1 ま え 力ヽ き                 
筆を利用 した交配法について1ま 一致し

た結果を得てい

メロンの施設栽培では交配をした0                 
ないので,毛筆を利用 した省力的な交

とヽほとんど着果  配法の実用性に

しないので,人工交配を行なう必要力                
ついても検討 した。

あ`る。交配は一

般に午 前 10時 ころまで に 終るのがよい とさ れて い        2 交配時刻と着果率

る2,う 。

しかし,栽培面積が多い と
`0時

までに終 らないこと

が多いので,交 配時刻が着果におよlFす 影響について

調査 した。

藤下Dは ,両性花と雄花の花粉機能を調査するため,

絵の具筆で面性花を同花受粉 させて果実の肥大を調査

した結果,成熟果の大きさ,充実種子数,種子重に差

は認められず,花粉機能に両者の差 lま まったくなく,

普通栽培でも省力的で有利な交配方法であるとした。

また,マ タフウリでも同様の報告3)が ぁる。 しかし,

鈴木
p lt,メ ロンでは実用的には雄花を用いた受粉が

望ましいとしている。
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交配期間中のハウス内気温は, 5月 の実験では最高

215～ 348℃ ,最 低 58～163C,3月 の実験では最高

350～ 405c,最 低 155～ 225℃ の範囲であ った。

2 試験結果および考察

試験の結果は第 1図 に示 したとおりで,48年 5月 お

よび49年 8月 はほとん ど同じ結果を示し,交配時刻 14

時まではほぼ100“ ,16時でも約90%と 高い着果 率を

示 した。48年 8月 では, 8時 30分 で100`,13時で
'4“

を示 し,前の 2回 と同 じ傾向を示 したが,16時では53

`と

かなり低下 した。

なお,無交配は,3回 ともほとん ど着果 しなかった。

%

るくかきまわす方法と雄花 を用いて交配する慣行法を

比較検討した。供試品種は前試験 と同じで,栽培も慣

行に準 して行な った。

2 試験結果および考察

第 1表 は交配所要時間を調査 したものである。毛筆

による交配は慣行法にくらべ,所要時間が25¢ 短縮 さ

れた。

鎮鰺1ヨ貶 メ

交置

ロンの交配所要時間におよぼす

方 法

0花

交 配 時 刻

第 1図  メロンの着果におよぼす交配時刻の影響

以上のことから,交配は15～ 14時 ころまでに終れば

着果率が低下することはな く,実用的には,午前中に

交配を終れば着果に影響 lま ない ものと考 えられる。

5 毛筆利用による交配の実用性

1 試験方法

実験は48年 8月 と49年 5月 (2個 所 )に 3回 行な っ

た。毛筆は書道用として市販されている小筆を用いた。

交配時刻は
'時

こうとし,毛筆で両性花の柱頭部をか

第 2表に着果率を示 した。49年 5月 の実験は全体的

にやや低い着果率 となったが, 3回の実験 とも,交 配

方法にょる着果率の差異は認められない。

第 2表 メロンの着果におよぼす交配方法の影響

交配方法が果実の3E大 におよぼす影響は第 3表 に示

した。交配月日が同じで,着果節位も揃 った果実につ

いて調査 したが,着果節位 は高くなった。

着
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第 5表  メロンの果実肥大におよぼす交配方法の影響

実験年月 交配方法 調査果数 交配月日 着果節位 重

＞，
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果重はパイプハウスの毛筆法で,稔実率はガラス室

の慣行法でややす ぐれる傾向 を示 したが,個体差が大

きく,交配方法による果実肥大の差はなか った。

以上のことか ら,毛筆を用いる交配方法は,雄花を

用いる慣行法 と何ら差がなく,省力的な方法 として実

用性は高い と考えられる。

なお,実際に毛筆を利用する場合,両性花の柱頭は

粘性があ り,筆先が湿気をおびたようになってくるの

で,筆 it数本用意 し,時 々交換 して使用するのがよい。

4 摘    要

1 メロンの着果率は,午後になると時刻 と共に少

しずつ低下するので,交配は午前中に終るのがよい。

2 毛筆を用いた交配方法は,雄花を用いて交配す

る慣行法 よりも交配所要時間が短 く,果実の1じ大にも

影響がないので,省力的な交配方法として実用性が高

レ`。
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抑 制 メ ロ ンの養 分 吸 収 に 関 す る試 験
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1ま え が き

山形県のメロン栽培はアールス系品種のハ =― キン

グの栽植が急増 している。 とくに抑制,地床栽培が多

く,ベ ット栽培に比較 して,生育が旺盛であるうえに
,

施1巴法については不明確なことが多く,茎葉の繁茂に

もとづ く結実不良などの問題点が残されている。そこ

で,養分吸収量 を測定 して施肥基準設定のための基礎

資料を得ようとする。

2試 験 方 法

1 栽培条件

(1)品種 ;ハ ニーキング,(2)栽培様式 ;パ イプハ

ウス,地床栽培,一条植 ,(3)施肥量 ;N:P205:
聴 O―

“

:28:23機るOa,(4)播鶴 6月 25日 ,(5)定

植 ;7月 15日 , 16)摘芯 ;8月 6日 ,(7)交配 ;8月
10-15日 , (8)ネ ット発生期 ;8月 25日-9月 5日

,

(9)収 穫 ;lo月 5日

2 試料採取方法

(1)採取部位 ;葉身,葉柄 (以 上は着果部より上と

下に分けて ),茎 ,果実 (果 肉,果芯,種子 ),地下

部,摘除部

(2)採取時期 ;定植時期 (ア 月15日 ),摘芯時期 (3
月6日 ),交配 1週間後 (8月 19日 ),ネ ット発生中

期 (8月 30日 ),ネ ット発生終了期(9月 11日 ),収穫

2週間前 (9月 20日 ),収穫期 (10月 5日 )

3 調査項目

(1)生育 (生体重,乾物重の推移 )

(21 無機成分の合有率および含有量

3試 験 結 果

` 
生育

摘芯期から交配期の約 2週 間に茎葉の生育 は 匡 盛

で, この期間の生育量 (生体重 )・t全 生育量の50¢ 以

/
% % %

月 日

第 1図  生体重,乾物重の推移

上であった。 その後 も生体重lt徐 々に増加 して,収獲

時までの45日 間に全生育量の約30`の 生体重の増加が
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